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第　　　　  章1 総合計画の策定にあたって

　日本の人口が減少していくことは不可避の状況となっています。太良町においては、人
口減少の危機が全国的に叫ばれる前から、人口が減少しており、今後その傾向が続くと予
想されています。人口減少が不可避な状況において、どうすれば持続可能なまちを作るこ
とができるのでしょうか。言いかえると、どうすれば未来の子どもたちに太良町を残すこ
とができるのでしょうか。総合計画を策定するにあたり、こうした問題を考えることは避
けて通れません。未来の子どもたちに太良町を残すことを究極の理念として、本計画を策
定します。

計画策定の趣旨1

●　総合計画をめぐる動き
　2011（平成 23）年５月に地方自治法が改正され、市町村への基本構想策定の義務
付けが撤廃されました。この法改正は、地方分権改革における国から地方への「義務
付け・枠付けの見直し」の一環として行われ、基本構想、基本計画などから構成され
る総合計画について、市町村の自主性および自立性を高め、創意工夫を期待する観点
から見直されたものです。
　このため、各自治体において総合計画のあり方（位置づけ、役割）を自ら設定する
必要があります。

●　策定の背景
　近年の社会情勢においては、少子高齢化の進行や本格的な人口減少社会の到来、地
方創生や地域活性化の重要性の高まりなど、我が国や本町を取り巻く社会経済情勢は
変化し続けています。
　特に、人口減少については、生産年齢人口（15 ～ 64 歳）の減少など、人口構造
の変化を伴うものであり、地域経済規模の縮小や社会保障関係費の増大等、地域経済
や行政運営に大きく影響を及ぼすものであり、今後の地方自治体を取り巻く環境は、
一層厳しいものとなることが予想されます。
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TARA town Master Plan
2020-2027

●　第５次総合計画策定の趣旨
　このような背景を踏まえ、今日においては、地方が自ら有する経営資源や地域特性
を最大限に活用して、「自立した地域づくり」を進めていくことが求められています。
今回の第５次太良町総合計画は、これまでの行財政運営の基盤と仕組みの整理はもち
ろん、町が有する地域の特性や強み、誇りや愛着を町民が再確認することを通じて、
町の地力を高め、自立した持続可能なまちとなることを目的として策定します。

●　計画の位置づけ
　本計画は、まちづくりを進めるうえで最も上位に位置づけられる計画であり、まち
づくりの目標とその実現に向けた方策を示しています。

●　計画の役割
　本計画は、まちづくり全般にわたる内容となっており、いわゆるまちづくりの総合
的な指針となります。この計画書は、中長期的な展望に立ち、計画的・効率的な行政
運営を行うため、また、行政運営のみならず、町民と行政が目標を共有し、協働して
まちづくりを進めるための、考え方や方針を示した手引書（マニュアル）としての役
割を担っています。

計画の位置づけと役割2
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第　　　　  章1 総合計画の策定にあたって

計画の構成と期間3

基本構想

実施計画

基本計画

　本町のまちづくりの基本理念、将来像及びそれを達成するた
めに必要な施策の大綱を示すものです。期間を 2020（令和 2）
年度から 2027（令和 9）年度までの８年間とします。

　基本計画に定められた事業の具体的な実施内容を示すととも
に、毎年度の予算編成などの行政運営方針の根拠にもなるもの
です。基本計画に掲げられた事業の実効性を担保するため、財
政計画に裏付けられた実行可能なものを立案し、可能な限り費
用、財源、時期などを示します。
　実施計画は３年間とし、進捗状況を把握して毎年度見直すも
のとします。

　基本構想で定めたまちづくりの基本理念、将来像を受けて、
その実現に必要な施策を分野別に体系化し、各施策の展開方針、
指標および役割などを示したものです。本計画は全計画期間に
おける前期基本計画にあたり、期間は前期基本計画を 2020（令
和 2）年度から 2023（令和 5）年度までの４年間、後期基本
計画を 2024（令和 6）年度から 2027（令和 9）年度までの
４年間とします。

●　計画の構成
　本計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」により構成されています。
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未来を
引きよせるチカラ

太良町
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基本計画　　
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2020（令和２）年度から2027（令和９）年度
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実施計画

毎年度ローリング

序
　論

基
本
構
想

資
料
編

基
本
計
画

1
自然環境
を守る
チカラ

重点
「つながり」
を創る
チカラ

2
産業を
発展させる
チカラ

3
人を
そだてる
チカラ

4
暮らしを
守る
チカラ

5
地域の
チカラ

●　第５次太良町総合計画の構成

●　第５次太良町総合計画の期間
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第　　　　  章2 太良町の現状

社会潮流1

●　（１）持続可能な開発目標（SDGs）の推進
　2015（平成 27）年９月に開催された国連サミットで、2030（令和 12）年まで
の長期的な開発の指針として、17 の国際目標 •169 のターゲットから構成される「持
続可能な開発目標（SDGs）」が定められました。我が国においても、８つの優先課題
と具体的施策が定められ、各地方自治体の積極的な推進が求められています。

●　（２）地域共生社会の実現
　2016（平成 28）年７月に「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部が、厚生労働
省に設置されました。制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関
係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と
資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、町民一人ひとりのくらしと生
きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現が目指されています。
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TARA town Master Plan
2020-2027

未来を
引きよせるチカラ
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●　（３）人生 100 年時代の到来
　今後、我が国では高齢化がさらに進み、「人生 100 年時代」を迎えることが予測さ
れており、そのような長寿社会において、いつでも学び直し・働き直しができる社会
が目指されています。また、個人の価値観やライフスタイルが多様化する中で、人々
は心の豊かさや生活の質の向上を求める傾向が強まっています。生涯にわたって、一
人ひとりが価値観やライフスタイルに応じた働き方やくらし方を選択することがで
き、個性と能力を十分に発揮できる環境が必要になってきています。

●　（４）超高齢化社会・人口減少社会の到来
　我が国の総人口は、2008（平成 20）年をピークに減少局面に入っています。国立
社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口」2017（平成 29）年推計による
と、2040（令和 22）年代頃には毎年 90 万人程度の減少となり、人口減少の加速が
予想されています。地方では、若年層を中心とする人口流出や死亡数が出生数を上回
る自然減により、都心部より早く人口減少が進行しています。高齢化社会・人口減少
社会に対応できる社会システムの構築が求められています。
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第　　　　  章2 太良町の現状

●　（５）観光交流の拡大
　東京オリンピック・パラリンピック（2020（令和 2）年）の開催、リニア中央新
幹線の開業（2027（令和 9）年予定）等、観光交流に対する期待が高まっています。
国や都道府県では、インバウンドの増加に注力しており、国際的な観光客の受け入
れ拡充は、産業や商業等の面における大きな政策課題となっています。佐賀県では、
2017（平成 29）年に「佐賀さいこう！た・びジョン」を掲げ、県を挙げて、「ふる
さとへの誇り」を実感できる社会を目指しています。

●　（６）情報通信技術（ICT）の飛躍的な発展
　情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）の飛躍
的な発達と情報通信機器の普及・多様化により、国民生活や企業活動、行政サービ
ス、社会経済システム等が大きく変化しています。さらに、医療や介護の分野におけ
る ICT の活用のほか、自動車、家電などあらゆるモノがインターネットにつながる
ことで、情報のやり取りが可能となる「モノのインターネット」（IoT：Internet of 
Things）による新たな付加価値の創出など、社会や生活の変化をもたらされること
が予想されています。

▶佐賀さいこう！た・びジョン
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TARA town Master Plan
2020-2027

未来を
引きよせるチカラ

太良町

●　（７）災害に対するリスクの増大と防災に対する意識の高まり
　近年、台風や予想し得ない局地的な集中豪雨、大規模な地震などにより、全国各地
で災害が発生しています。2011（平成 23）年に発生した東日本大震災では、自治体
の庁舎自体が被災したことにより、行政機能が維持できず、あらためて、地域コミュ
ニティによる自助・互助及び正確な情報周知の重要性が再認識されました。さらに、
2016（平成 28）年４月には、熊本県において最大震度７を記録する震災が発生し、
今後においても、南海トラフにおける大規模な地震の発生が高い確率で予想されてい
ることから、災害対策への関心は全国的に高まっています。

●　（８）雇用・労働環境の確保
　高齢化の進行や団塊の世代の大量退職、生産年齢人口（15 ～ 64 歳）の減少によ
り労働力人口が減少しつつある中、年齢や性別に関わらず、誰もが安心して働ける雇
用・労働環境の確保が求められるようになっています。また、女性の活躍推進やワー
ク・ライフ・バランスの推進、働き方改革等、労働環境の整備に向けた法整備や取組
等が徐々に進んでいます。

●　（９）地域の自立
　地方分権の流れの中で、地域での自立的な取組が進められており、ふるさと納税や
クラウドファンディング等、資金調達の仕組みが各地で多様化しています。人口減少、
高齢化、安心・安全への対応、子育て支援、コミュニティ強化等、地域を取り巻く課
題は多様であり、それらの地域の課題解決に向けて、地域、町民、ＮＰＯ法人、企業
等様々な主体が、地域への関わりを強めています。

序
　論

基
本
構
想

資
料
編

基
本
計
画

1
自然環境
を守る
チカラ

重点
「つながり」
を創る
チカラ

2
産業を
発展させる
チカラ

3
人を
そだてる
チカラ

4
暮らしを
守る
チカラ

5
地域の
チカラ



第 5次太良町総合計画14

●　（１）人口の推移
▶社人研推計では 2060（令和 42）年までに人口が４千人を割り込む結果となって

います。雇用を創出するなど、いかに定住人口を増やしていくかが問題となります。

▶太良町内にある資源を豊かにし効率的な資源配分を行うことで、高齢化と人口減少
に適応するシステム作りが急がれます。

　人口ビジョンにおける人口の将来展望

統計からみる太良町の現状2

第　　　　  章2 太良町の現状

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（人）

（年）2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040　　　　　　　2045 2050　2055 2060

社人研推計準拠
太良町推計（社人研補正）
太良町推計（人口ビジョン）

9,840
8,972 8,179 7,780

9,094
8,416

7,740 7,471
7,088 7,172 6,843

5,885
6,502 6,221

4,727
5,295

6,016 5,883

4,188
3,710

3,152
3,611

4,128
4,680

5,270
5,875

6,533
7,271

8,091
8,972

9,840

6,474



第 5次太良町総合計画 15

▶消費面、生産面からその多くを担うことが期待される生産年齢人口については、人
口規模の縮小に伴い、長期的にも縮小傾向で推移し、2060（令和 42）年には現状
の 60％程度になる見通しです。

▶今後は、地域における雇用の創出を図るとともに、経済規模の縮小を抑制するため
に、生産性の向上についても力を入れていくことが重要です。

▶高齢者人口は、2015（平成 27）～ 2020（令和 2）年をピークに減少過程に入る
ことが予想されています。

▶今後、独居の高齢者が増える可能性が高くなるため、地域全体で高齢者を見守る等
の地域福祉システムの構築が急がれます。

▶いかに生産年齢人口を確保し、更に元気な高齢者が社会参加できるようにして、町
全体の活力につなげられるかが問題となります。

　　　　　　生産年齢人口の推移　　　　　　　　　　　高齢者人口の推移

TARA town Master Plan
2020-2027

未来を
引きよせるチカラ
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地域経済循環率

分配（所得）

所得への分配

生産（付加価値額）

支出による生産への還流

所得からの支出

支出

185

307185

60.3%

42億円 18億円

125 億円
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（億円）

第 1次産業 第 2次産業 第 3次産業

200
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0

（億円）

雇用者所得 その他所得

97 億円 89 億円

34 億円
88 億円

地域外からの
流入

地域外からの
流入

160
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80
60
40
20
0

（億円）

24 億円

116 億円

28 億円

70 億円

41 億円
29 億円

地域外への
流出

地域外への
流出

地域外への
流出

民間消費額　民間投資額 その他支出

●　（２）地域経済の状況
地域経済循環図からみる太良町の経済

▶町外から流入した所得が、支出において町外に流出しています。特に、地方自治体
が行政サービスの提供に伴い発生したコストや町外に居住する住民または法人との
間の財・サービスのやり取り（移輸出入収支額）等を示す「その他支出」において、
70 億円が町外へ流出しています。

▶民間消費、民間投資において、所得が町外へ流出していることをみると、町内でニー
ズが満たされていないことがわかります。その他支出においても、町外に流出して
いることをみると、基幹となる産業が弱いことが伺えます。

▶できるだけ地域内で町民のニーズを満たし、農業や観光業など他の地域に財やサー
ビスを提供できる基幹産業を整え、所得の流出を防ぎ、経済循環率を高める必要が
あります。

地域経済循環図
2013（平成 25）年

資料：地域経済分析システム

第　　　　  章2 太良町の現状

※端数処理の関係でグラフ値の合計と各総額は必ずしも一致しません。
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付加価値の総額（185 億円）と移輸出入からみる太良町の経済
▶「農業」「水産業」の付加価値は、プラスとなっており、他の地域の方が、太良町

の農水産物を購入していることが分かります。このことからみると、第 1 次産業は
太良町において重要な産業だと判断できます。

▶「対個人サービス」（飲食・宿泊業）がマイナスとなっており、このことを観光と
いう側面からみると、他の地域の人たちに観光サービスを効果的に提供できていな
いということが伺えます。

産業別付加価値額
2013（平成 25）年

※青で色付けされている産業は、他の地域との間の移輸出入がプラスであることを意味し、赤で色付けされている産業は移輸出入が
マイナスであることを意味しています。

※端数処理の関係でグラフ値の合計と総額は一致しません。
資料：地域経済分析システム

動産業 ,2公務 ,35　 公務サービス ,23 建設業 ,11 情報通信業 ,7 食料品 ,3

金融業 ,4

小売業 ,7 運輸業 ,6
対事業所
サービス ,8住宅賃貸業 ,20

農業 ,32

水産業 ,10 対個人サービス ,10

水道・廃
棄物処理 ,
2

衣服・身回
品 ,2

その他の不

製 鉱
材 , 業 ,
1 1

林業 ,1

単位：億円

卸売業 ,2
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　本計画の策定にあたり、町民の意見を幅広く反映させるために、2018（平成
30）年 8 月に、18 歳以上の町民 2,000 人を対象に「町民アンケート」を実施し
ました。（回収数 619）
　また、同時期に町外の方に太良町の認知度を把握するために、インターネットに
よる調査を行いました。（有効回答数 311）

町民の満足度
▶福祉領域の満足度が高くなっています。その中で、比較的に満足度の低い「医療体制」
「地域福祉体制」への対策が必要と考えられます。

▶満足度が低く、重要度が高くなっている優先度の高い項目をみると、公共交通機関、
雇用対策、農業振興などの「生活基盤・産業分野」が配置されています。

▶「観光振興」の重要度の得点は高くなっています。

▶「NPO、町民活動の育成」「コミュニティ活動」の重要度が低くなっています。

アンケート調査の結果からみる太良町の現状3

第　　　　  章2 太良町の現状

町民アンケート結果より
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TARA town Master Plan
2020-2027
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医療体制

防災体制
子育て支援体制

高齢者支援体制バリアフリー化

消防・救急体制

保健サービス提供体制

上水道
学校教育環境

ごみ処理・リサイクル等
障害者支援体制

防犯体制
交通安全体制

生活排水処理
青少年の健全育成環境

し尿処理

景観 人権尊重のまちづくり

墓地・火葬場の
整備状況

親水空間の整備状況
生涯学習環境

スポーツ環境
住宅施策

文化遺産の保存・活用

行政情報の提供

広報・広聴

文化芸術環境

商業振興 水産業振興
公園・緑地の整備状況

情報環境

消費者対策
男女共同参画
林業振興

土地利用 緑化の推進状況

NPO、町民活動の育成等

国内外との交流活動
コミュニティ活動

新エネルギー導入

広域的な連携による
まちづくり

行財政改革に関する取り組み

道路（国道、県道、町道）の
整備状況

地域福祉体制
環境保全雇用対策

工業振興 農業振興 観光振興
公共交通機関
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満足度と重要度の散布図
太良町の暮らしに関わる 50 項目について、満足度と重要度それぞれの平均値に基づき、縦軸に重要度、
横軸に満足度を設定し、散布図を作成しました。
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第　　　　  章2 太良町の現状

●　  「太良町」と聞いて思い浮かべるもの

▶町内外で認識の違いがあります。

▶町のキャッチフレーズの町外での認知度が低くなっています。

▶町外で「特に思い浮かばない」が 23.2％となっています。まちの PR がうまくいっ
ていないことが伺えます。

地域の誇れるものと「太良町」と聞いて思い浮かべるもの［複数回答］

インターネット調査結果より

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

75.8
43.4

41.7
14.1

63.5
64.6
67.0

43.1
7.1

0.6
18.7

1.3
9.2
10.6

39.9
19.9

7.4
4.5
5.8
3.5

24.7
4.2

11.3
21.2

2.9
1.6

14.2
2.3
2.3
1.3
4.4

23.2
1.8
0.0

町民アンケート（N=619) インターネット調査　（N=311)

みかん

キャッチフレーズ（月の引力が見える町）

竹崎カニ

カキ焼き

花き（ばら、ユリ）

コハダ

竹崎城址

多良岳

太良嶽神社

たらふく丼

海中鳥居

たら竹崎温泉

シャクナゲ

ゆるキャラ（つきみん・ガネッタ）

その他

特に思い浮かばない

無回答・不明
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　総合計画の策定にあたり、ワークショップで太良町の強みや弱み、強みを生かし
た取り組みや弱みを克服するための取り組みを語り合ってもらいました。語り合い
で得られた考えを、シートに書いてもらいました。

町民ワークショップの結果からみる太良町の特徴4

TARA town Master Plan
2020-2027
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第　　　　  章2 太良町の現状

●　  太良町の良いところ

▶頻出する単語をみると、自然や食に関する単語が多くなっており、「子育て」とい
う単語が上位にランクしています。

▶単語どうしの結びつきをみると、「若者 - インスタ - 映え」というグループ、「子育
て -（し）やすい - 支援」というグループ、「星 - 風景 - 空気 - 干潟 - きれい」とい
うグループ、「農産物 - 海産物 - 充実」というグループがあります。豊かな自然で
環境が良いところ、インスタ映えする綺麗な風景、食が豊かなところ、子育てしや
すいという良さがあることが伺えます。

　　　　　頻出単語上位 30　　　　　　　　　　単語どうしの結びつき

抽出語 出現回数
自然
子育て
豊か
海
山
支援
カキ
町
月
子ども
観光
食材
たくさん
カ二
海産物
海中
環境
食べ物
多い
鳥居
豊富
引力
見える
産業
資源
充実
水
あいさつ
給食
森

32
22
20
12
10
10
8
8
7

6

5

4

3

7

6

5
5
5
5

5
5
5
5

4
4

4
4
4

3
3

安全
安心

若者

スポット
インスタ

映え

近い

素直

子ども

豊富

あいさつ
上手

太良

星

きれい

温泉

かに

干潟

風景

空気

自然

豊か

漁業農業

農

特産

産業

盛ん

カキ

のり
カ二

みかん

災害

いっぱい
できる

少ない
他

うまい

いい

客
太良

観光

ある

やすい

する
子育て

支援

山

海

見える
月

森 引力
鳥居

海中

水 充実

海産物

川

農産物

環境
良い

医療 無料

給食
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●　  太良町に足りないもの

▶頻出する単語をみると、「作る」「人」「産業」「場所」「増やす」「活用」「仕事」といっ
た単語が上位にランクされています。

▶単語どうしの結びつきをみると、「子ども - スペース - 行ける - 公園 - 場所 - 店 - 遊
べる」というグループ、「月 - 引力 - 生かす -U ターン -I ターン - 若者 - 増える - 仕事」
というグループ、「若い - 空き家 - アパート - 誘致 - 住む - 人」というグループ、「移
住者 -PR- 確保 - 住宅 - 働く - 増やす」というグループ等があります。

▶若い人や子育て世代が気軽に行ける場所、移住者を増やすための取り組み、そのた
めの雇用の創出といったことが必要とされているようです。

　　　　　頻出単語上位 30　　　　　　　　　　単語どうしの結びつき

TARA town Master Plan
2020-2027
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4
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4
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　統計情報、町民アンケート、インターネット調査、町民ワークショップ等の結果
から見えてきた太良町の特性と課題を、「自然・環境」「産業・経済」「人・社会」
という 3 つの分野からまとめると以下のようになります。

太良町の特徴と課題5

自然・環境
・自然が豊か
・海山の幸に恵まれている
・月の引力が見えるまち
・災害が少ない
・星が綺麗

産業・経済
・農業、漁業が盛ん
・観光資源（特産品、景色）が豊富

太良町の課題
●人口減少状況においても地域を維持できる体制づくり【人・社会】【産業・経済】
●高齢化に伴う独居の高齢者をケアする体制づくり【人・社会】【産業・経済】
●太良町の良さが町外に発信されていない。【産業・経済】
●観光の町として、受け入れ態勢を整え、PR を進めていくことが必要。【産業・経済】【人・
社会】

●農業は基幹産業として位置づけられますが、耕作放棄地の増加、有害鳥獣対策、高齢
化対策、後継者の育成が必要です。【産業・経済】【自然・環境】【人・社会】

●商業振興、観光振興の促進。商業振興については、町独自で飲食店やショップなどの
ローカルビジネス等を振興することにより、町内に新たに消費する場の創出を進めて
いくことが考えられます。【産業・経済】【人・社会】

●若者が定住できる環境（雇用、子育て支援、居場所づくり）整備。【産業・経済】【人・社会】
●これから多様化する福祉ニーズに対応するために、地域で支え合う体制づくりが必要
と考えられます。【産業・経済】【人・社会】

●協働のまちづくりを進めるためには、自分たちがまちをつくっていくという意識の醸
成が必要です。【人・社会】

●行政が町民の主体的な取り組みを支援していく必要があります。【人・社会】

人・社会
・「子育て」しやすい
・地域福祉が充実している
・学校教育環境がよい
・高齢者支援が充実している
・人のつながりは強い
・ごみ処理・リサイクル




